
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民講座Ⅰ 

楽しく学ぶ古典「紫式部ってどんな人？」 

＜概要＞ 

・日時  第１回：令和６年６月１日「紫式部の宮仕え以前」 

第２回：令和６年６月１５日「紫式部日記」－記録－ 

第３回：令和６年６月２９日「紫式部日記」－思い－」 

・会場  中央公民館 

・講師  近藤 早苗さん（「大人のための国語塾桜」主宰） 

・参加者 第１回：３１人、第２回：３３人、第３回：３１人 

＜内容＞ 

・長い年月、人々に読み継がれてきた古典文学は、大人になり人生経験を積ん

でから読むと、学生時代に読んだ時より一段と面白く感じられるものです。 

この講座では、今年の大河ドラマの主役、紫式部について、「紫式部日記」など

を拾い読みしながら、その人物象や宮中女房としての複雑な思い等について、

考えました。 

＜受講者感想＞ 

・とても分かりやすく、学生時代に戻ったように楽しい時間を過ごせました。

一緒に音読したのが新鮮でした。本の紹介もうれしかったです。 

・広く深い内容をわかりやすく、解釈していただきました。ドラマとも合わせ

てもいただき、視点も多角的に見られました。 

・古典文学への興味を深くしました。これからも、もっと広く視野を広げて楽

しみたいと思いました。参加できてよかったと喜んでいます。よい機会をあり

がとうございました。 

 


